
事業実績シート（研修及び調査・研究） 

 

 

 

１ 事業の概要 

協会事業名 
□研修機関派遣事業（□市町村アカデミー  □国際文化アカデミー  □NERC） 

■地方４団体研修及び調査・研究事業 

自治体(団体) 
事業名 

長崎県町村会 副町長行政調査 

所管局部課 
自治体（団体）名 所管部・課名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

長崎県町村会 総務課 福田 泰寛 095-827-5511 

事業期間 開始年 平成２３年４月  日 （８年目） 

事業実施手法 ■全部直営   □一部委託   □全部委託   □その他[        ] 

実施期間 （開始日）３０年１０月２８日   （完了日）３０年１０月３０日 

委託した場合の 
委託内容 

委託先機関名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

   

（委託内容） 

 

 

 

 

 

研修及び調査・

研究の目的 
※実施前に予想し

ていた目標・目的を

記載ください。 

対象（誰を・何を） 目標・目的 

長崎県内８副町長 

 

町村の行財政の効率的な運営に資するため、先進的

な事例の視察・調査研究を目的に行う。 

 

 

 

研修及び調査・
研究の具体的 
内容 
※事業をまったく

知らない人でも、事

業の実施内容や実

施方法の概要が分

かるように記載し

てください。 

○平成３０年度長崎県町村会副町長行政調査 

町の行財政運営の効率化と地域の活性化を図るため、先進的な事例の調査研究を目的に行う。 

１．調査内容 

 ○山形県「吉島地区 NPO法人きらりよしじま」 

  全世帯加入の NPO法人として地域を再生してきた過程と地域づくりの課題解決を図る事業の

概要、人材育成の考え方等について 

 ○福島県内震災関連視察「いわき市」 

  東日本大震災被害と復旧・復興について 

２ 参加者：副町長 6名、事務局 2 名 

 

研修及び調査・

研究の背景、 

これまでの経緯

及び現状 

(事業開始の背景) 

先進的な事例を調査・研究することにより、見識を深め、資質向上を図り、更には、町村の 

行財政の効率化につながる。 

 

(経緯・現状) 

直接現地を訪問し、先進的な事例を調査研究する。 
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２ 実績結果 

事業費の推移 前々年度決算 前年度決算 当該年度決算 

事業費（円） - 1,149,694円 1,030,728円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫支出金    

県支出金    

地方債    

その他    

市町振興共同事業助成金 - 746,106円 633,298円 

一般財源 - 403,588円 397,430円 

目
標
・
目
的
指
標 

指標名 指標設定の考え方 単位 区分 前々年度 前年度 当該年度 

① 

参加副町長数 ８町全参加により、情報を

共有化し、町勢の行財政運

営の効率化に活かす。 

 
目標 - 8 8 

実績 - 7 6 

目標達成率（％） - 87.5 75 

② 

  
 

目標    

実績    

目標達成率（％）    

３ 事業の振り返り 

必
要
性
の
点
検 

（１）実施することによるメリット 

（内容、程度等） 

 ＜山形県＞ 

 「吉島地区 NPO法人きらりよしじま」 

 ・小学校区を単位に、全世帯（当時 746 世帯）加入。 

 ・社会教育振興会や自治会長連絡協議会、防犯協会、地区社会福祉協議会、衛生組織連合会といった地域の関係団体を一

元化。 

 ・自治部会、環境衛生部会、福祉部会、教育部会の４つの下部組織を設置。 

・事業規模は約 6,200 万円。県、町からの委託金などと、住民からの会費や寄付をもとに運営。国や県、町か

らの委託金（補助金等含む）が収入の約 8 割を占める。 

・住民から寄せられた寄付金は基金運営委員会で管理し、各自治会単位のコミュニティ活動の推進に活用。 

 

＜福島県＞ 

 「いわき市久之浜地区視察」 

 いわき市地域防災交流センターふれあい館の防災機能についての説明及び久之浜地区の復興状況について地

域を歩きながらの説明を受けた。（語り部 佐藤トミコ 氏） 

 

 これらの施策及び現状を学ぶことにより本県町村の振興に資するものである。 
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４ 有効性の点検、実現性の点検 

有
効
性
の
点
検 

（１）目標（目的）指標の達成状況 

■目標（目的）指標の実績値は、目標をほぼ達成した 

□目標（目的）指標の実績値は、目標を下回った 

（２）実施前、想定していた目標・目的が達成できた理由またはできなかった理由 

全町長が参加し、有意義な情報収集、共有化を図ることができたため。 

実
現
性
の
点
検 

（１）事業への反映 （具体的内容） 

■成果は事業（実務）に反映できる 

□成果は事業（実務）に反映できない 

先進地等を訪問し、直接自分の目で見て、聞いて、感じることは、 

非常に有意義で効果的な情報収集の場であると考える。 

また、広い視野を養うことにより、活力あるまちづくりの推進に

つながる。 

（２）公共性の評価 （具体的内容） 

本研修及び調査・研究を通じて 

■住民へ利益を還元できる 

□住民へ利益を将来的に還元できる 

□住民へ利益を還元できない 

 

 

 

 

 

５ 今後の方向性 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 □事業終了（完了） 
■現状維持 

 実施予定時期     

有効性の点検から □目標・目的未達成 □目標・目的達成 □類似事業との統合 
■現状維持 

 実施予定時期    

実現性の点検から □事業へ反映 □事業に反映できない □その他 
■現状維持 

 実施予定時期    

具体的内容 

 

 

 

 

 

 


